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 仕事をしている女性が主介護者として在宅介護を担う体験 
 ― 両立の困難さと生活安定のための工夫 ― 
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 Home care experiences of female workers as primary caregivers: 
 Difficulties in work-care balance and ideas for a stable life 
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ち協力が得られた2名に面会して結果を説明し，カテゴ
リーについて確認してもらい納得できると回答を得た． 

















 　要介護者は，64 ～ 90歳，性別は男性4名・女性5名，
要介護度は要介護1～ 5であった．また，認知症を有し
ている者は5名であった． 











































































































介護者 A B C D E F G
介護者の
概要
続柄・年齢 嫁・50 代 嫁・50 代 娘・40 代 娘・40 代 娘・50 代 嫁・40 代 妻・60 代




















続柄・年齢 義母・80 代 義父・90 代義母・90 代 父・80 代
父・70 代
母・70 代 母・80 代 義母・70 代 夫・60 代
要介護度 要介護 3 義父：要介護 2義母：要介護 3 要介護 5
父：要介護 3
母：要介護 2 要介護 2 要介護 3 要介護１
認知症の有無 有 義父：無義母：無 有
父：無
母：有 有 有 無
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